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川
崎
市
へ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
支
援
に
係
る
要
望
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　提
出
し
ま
し
た
。
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へ
の
参
加

（１）

◀南部事務所
　（JR川崎駅周辺）

中部事務所　
（JR武蔵溝ノ口駅周辺）▼

◀北部事務所
　（小田急線新百合ヶ丘駅周辺）

(左)池田理事長　　　　　　　　　　（右）伊藤副市長

　
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

年
10
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
啓

発
促
進
月
間
」
と
定
め
、「
全
国
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
」
を
中
心
と
し
て
「
普

及
啓
発
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
へ
の
貢
献

と
セ
ン
タ
ー
事
業
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
９
月
５
日
（
月
）、
池
田
理
事
長

が
川
崎
市
役
所
に
赴
き
、
令
和
４
年
度
公
益
社

団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

会
の
定
時
総
会
に
お
い
て
可
決
、
承
認
さ
れ
た

「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
決
意
と
支
援
の
要
望
」
に
関
す
る
要
望

書
を
伊
藤
副
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
現
状
や
令
和
５
年

10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
へ
の
対
応
等
に
係
る

川
崎
市
か
ら
の
支
援
と
協
力
を
得
る
た
め
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

○
主
な
Ｐ
Ｒ
活
動

　
・
市
内
統
一
美
化
活
動
（
９
月
）

　
・
関
係
施
設
等
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置

　
・
老
人
福
祉
施
設
へ
Ｐ
Ｒ
用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
の
設
置

　
・
地
域
広
報
誌
へ
の
広
告
掲
載

　
　○
区
民
祭
へ
の
参
加

　
・
幸
区
民
祭
　
　
　
　（
南
部
事
務
所
）　

　
・
宮
前
区
民
祭
　
　
　（
中
部
事
務
所
）

　
※
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
（
北
部
事
務
所
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
は
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
か
ら
開
催
が
中
止
さ
れ
て
い
た
「
市
内

統
一
美
化
活
動
」
で
す
が
、
今
年
は
９
月
に
各

区
で
実
施
さ
れ
、
多
く
の
会
員
有
志
の
方
達
が

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
各
事

務
所
を
中
心
に
毎
年
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
事
務
所
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。



◇令和４年度 ４月～９月分  事故発生状況
種類 事務所 事 故 の 状 況性別年齢№ 仕事の内容区分 発生日

【状況分析】　令和4年度の4月から9月までの傷害事故は前年同時期に比べ7件、賠償事故は3件の増加となりました。傷害事故を見ますと、バランスを崩したことによる事故が
目立ちます。いずれもちょっとした注意や慎重に行動することで防ぐことができたと思われます。これからの寒い時期は筋肉や関節の弾力が失われ、体が動きにくいと感じること
がありますので、準備運動をしっかり行うとともに今まで以上に慎重な行動をするよう心掛けてください。また、負傷してもすぐに病院に行かず、数日後に痛みが強くなり受診さ
れるケースがありましたが、後遺症など重大な怪我となる可能性もありますので、無理をせず速やかに医療機関を受診してください。賠償事故については、作業に集中するあまり、
周囲の確認が出来ていないことが原因の一つと考えられます。急がず、慌てずに、常に事故の可能性を意識した作業を心掛けてください。

（
公
社
）神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催

令
和
４
年
度 

植
木
剪
定
講
習
会
の
開
催

（２）
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中部
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北部

南部
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南部
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駐車場内を清掃中、側溝の中の葉や砂を掃き出すため、側溝の蓋を上げた時、腰が「ガクッ」となった。痛みがあり、湿
布薬などで様子をみたが、数日間痛みが引かないため医療機関を受診したところ、圧迫骨折との診断を受けた。
防火扉の開閉を行い清掃をしていた時、扉のノブに左腕の肘付近を激しく打ちつけてしまった。その後、通常通り仕
事を終えて帰宅。帰宅後、腕の痛みと内出血が左腕全体に広がったので、医療機関でレントゲン検査と診察を受診し、
打撲と診断された。
植木剪定作業中に三脚の上で体勢を立て直すため、左へ体重移動したところ、三脚を固定している足場部分がずれ
てしまい、バランスを崩し、腰から道路に落下し、緊急搬送され、骨盤骨折の手術を受けた。
広報掲示板点検作業中、具合が悪くなり救急車で病院に搬送された。４０度の発熱があり、熱中症の診断を受け、そ
の場で処置を受け帰宅した。
金木犀の植木剪定作業を行っていたところ、ハチの巣があることに気付かず、スズメバチに手首を刺された。
店舗内３階駐車場のカゴカート置場にてカゴを回収する際、奥にあったカゴを取ろうと手を伸ばしたところ、近くにあ
ったカートの柄に胸を強くぶつけた。その後痛みが引かない為、病院を受診、肋骨骨折と診断された。
就業中にトイレの便器に乗って上の棚にあるオムツを取ろうとした際、バランスを崩して転倒し、左足を強く捻ってし
まった。翌々日には左足膝あたりに違和感があったが過ごし、その後痛みが収まらなく１７日に病院を受診。左足膝に
溜まった水を抜く治療を行い、MRI検査の結果、膝の靭帯が切れている事が判明し、３ヵ月治療に要すると診断された。
就業中、階段を降りていた際に最後の一段を踏み外し、滑って転倒。その際、右足の小指と薬指の付け根の付近に痛
みはあったもののそのまま仕事を続けたが、就業後に病院で検査したところ、右足の小指と薬指の付近に２ヶ所ひび
が入っていることが判明した。
就業に向かう途中、バス停で乗車をする直前に段差につまずいて、転倒し右手を激しく道路に打った。その後、通常通
り屋内清掃作業の仕事を終えて帰宅。翌日痛みがあるので、病院に行き、レントゲン検査と診察を受け、右手小指の
骨折と診断された。
就業後、バイクで帰宅中、道路にある凹みに気付かずに単独で転倒し、病院を受診。左足膝の打撲傷と診断された。
就業後、バイクで帰宅途中、信号の無い通りに進入しようとした際に、右から来た車に接触しそうになり、急ブレーキ
をかけ、ハンドルを切ったため、転倒した。受診した病院で両膝打撲及び右手親指付根損傷と診断された。
就業後、発注者宅のマンションの玄関を出た時に、７～８cmの段差に気付かずに足を踏み出し転倒。その際、右手を
地面につき、右手親指つけ根を捻挫してしまった。
掃除機を使用してマンション共有部の清掃作業中、エレベーターを使用して７階に移動し、掃除機本体を持って降り
たが、約１２mある電源コードの一部をエレベーター内に残してしまい、その後エレベーターのドアが閉まり、降下した
ことで電源コードを巻き込み、切断させてしまった。
就業先の敷地内にある自転車置場の雨どいのドレンに詰まった泥や枯葉を取る作業をしていた際、誤って近くにあっ
た自転車に身体が接触したことで自転車のハンドルが雨どいにぶつかり、雨どいを破損した。
マンションの清掃作業中、水拭きが完了したため、水拭き用のモップを玄関のガラス戸に立てかけていたところ、モッ
プの柄がガラス戸の隙間に入ってしまったが、気が付かないまま作業を続け、乾拭き作業のためガラス戸を閉めたこ
とにより、モップの柄と戸が接触し、ガラスが割れてしまった。
自転車の整理をしている際に、ラックに入った電動自転車のロックを確認していたところ、駐輪機の前輪ロックと自転
車の空気注入バルブ部分が接近していたことに気づかず、車体を前に押したために空気注入バルブが根元から破
損してしまった。
発注者敷地内において、刈払機を使用した除草作業中に誤って刈払機のナイロンカッターの部分を雨どいに当て、
破損させてしまった。
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4月27日

5月12日

5月19日

7月1日

7月12日

8月23日

9月12日

9月16日

4月20日

6月16日

8月3日

8月5日

4月6日

5月19日

7月7日

9月8日

9月22日

※傷害：南部6件　中部5件　北部１件　計12件　　※損害賠償：南部３件　中部１件　北部１件　計5件

（右）夏虫会員▲（左）山田事務局長　

令
和
４
年
９
月
26
日（
月
）〜
29
日（
木
）

　
川
崎
市
麻
生
水
処
理
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
、（
公
社
）

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
に
よ
る
令
和

４
年
度
植
木
剪
定
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
講
習
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
さ
れ

て
い
な
い
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
植
木
剪
定
に
必
要
な
知
識
や
植
木
の
手
入
れ
、
剪
定
の
技
術

の
基
礎
を
習
得
し
、
植
木
剪
定
関

連
業
務
へ
の
就
業
を
目
指
す
14
名

の
受
講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
講
習
会
場
が
と
て
も
広
く
、

様
々
な
樹
木
が
あ
り
、中
低
木
の

剪
定
を
中
心
に
受
講
者
の
皆
様
は

熱
心
に
講
師
の
方
の
話
に
耳
を
傾

け
、
楽
し
そ
う
に
剪
定
実
習
を
行

っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
受
講
者
の
皆
様
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　
前
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
「
安
全
就
業
標
語
」
の
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
、夏
虫 

ま
き
江 

会
員（
南
部
事
務
所
）を
お
迎
え

し
て
、
表
彰
状
の
授
与
及
び
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全
就
業
の
呼
び
か
け
と
し
て
、
安
全
就
業
標
語
の

掲
示
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

「
安
全
適
正
就
業
標
語
」最
優
秀
賞
表
彰
式



令和4年1月号表紙作品令和3年1月号表紙作品

第２回
 脳力トレーニング！！
「クロスワードパズル」

（３）

1 2 3 4 5

6 7

8 9 10

11 12

13 14 15

16 17

18 19

A B C D E F G

　シルバーかわさき第87号で企画しました「クロスワードパズル」につ
きましては多数のご応募があり、抽選のうえ10名の会員さんへQUOカー
ドをお送りさせていただきました。
　好評につき、第2回を実施します。
　タテのカギ、ヨコのカギのヒントを頼りにクロスワードを完成させ、マ
スA～ Gを順番に並べてできるキーワードをハガキに明記のうえ、ご応募
ください。正解者の中から抽選で10名様にQUOカード500円分をプレゼ
ントいたします。

【応募方法】
ハガキに　①会員番号　②会員氏名　
③住所　④キーワード　を記入のうえ、
下記までお送りください。

〒210-0026
川崎市川崎区堤根34-15
(公財)川崎市シルバー人材センター
　　　　　　　　会報編集委員会宛て

※応募締切
　　 令和４年11月30日(水)まで（必着）
※ご応募は会員１名につき各号１回まで
　といたします。　

★タテのカギ
タテ２
タテ３
タテ４
タテ５
タテ７
タテ８
タテ９
タテ12
タテ15
タテ17

◇ヨコのカギ
ヨコ１
ヨコ６
ヨコ８
ヨコ10
ヨコ11
ヨコ13
ヨコ14
ヨコ16
ヨコ18
ヨコ19

お風呂から上がった後、体が冷えて寒く感じること。     
山と山との間。くぼんだところ。     
わずかな時間。「○○○○はどうなるかと思った。」     
周囲を山で囲まれた平地。     
英語で数をかぞえること。     
子が親に苦労や迷惑をかけること。またはそのような子。     
心の中に描く姿。「○○○○を膨らます。」     
つま先に引っかかるようにして履く手軽な履き物。サンダルの類。     
見習うべきもの。手本。     
地中に打ち込んで目印や支柱にする棒。          

まるい物体。     
毎日刊行すること。     
悪い評判。不名誉。「○○○を返上する」     
主権者がその国土･国民を支配し、治めること。「○○○国家」     
熱・薬品などによって細菌を死滅させること。殺菌。     
英語で果物のこと。     
親しい仲間。「○○達の家に遊びに行く」     
自分の立場や責任についてわきまえること。「○○○を持って行動する」     
競馬の主役。「〇〇の耳に念仏」
突然筋肉がひきつること。「○○○○を起こす」          

◎キーワード　秋から冬にかけては

C

A

B

F D

E

G

ので注意してください。

新
年
号
の
表
紙
を
飾
る
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
　
令
和
５
年
１
月
発
行
の
「
シ
ル
バ
ー
か
わ
さ
き
第
89

号
（
新
年
号
）」
の
表
紙
写
真
及
び
皆
様
か
ら
の
投
稿
を

掲
載
す
る
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
に
載
せ
る
作
品
（
会
員

さ
ん
が
撮
ら
れ
た
写
真
や
描
か
れ
た
絵
）
を
募
集
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法　
①
L
判
又
は
２
L
判
に
印
刷
し
た
作
品

②
作
品
の
タ
イ
ト
ル
（
コ
メ
ン
ト
が
あ
れ
ば
１
０
０
文

字
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。）　
③
氏
名 

　
④
住
所 

　

⑤
電
話
番
号
　
を
添
え
て
ご
郵

送
く
だ
さ
い
。

●
送
り
先  

〒
２
１
０
―

０
０
２
６

　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　（
公
財
） 

川
崎
市

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
報
編
集
委
員
会
迄

●
応
募
締
切

　

令
和
4
年
12
月
9
日（
金
）

※
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、事
務

局
で
選
考
の
う
え
、「
表
紙
」

ま
た
は「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

配分金支払日

10月分

11月分

12月分

11月25日㈮

12月26日㈪

1月25日㈬

10月分から12月分の配分金支払日
は次のとおりです。

※配分金は、月末で締め、翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払います。



コーディネーター会議の様子

巡回の様子

会議の様子

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（４）

 

★
家
事
援
助
・

　育
児
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議

令
和
４
年
７
月
19
日（
火
）

　
本
部
及
び
各
事
務
所
の
担
当
職
員
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
３
名
で
３
年
ぶ
り
に
合
同
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

事
務
所
か
ら
、
業
務
の
実
績
や
最
近
の
依
頼
内
容
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
若
い
共

働
き
家
庭
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
多
く
な
り
、
以
前

に
比
べ
鍵
を
預
か
る
心
配
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
発
注
者
と
会
員
の
連
絡
手
段
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー

ル
の
利
用
が
多
く
な
る
な
ど
、
会
員
さ
ん
が
作
業
し
や

す
い
環
境
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
は
、
就

業
当
初
は
清
掃
や

調
理
の
み
の
仕
事

で
も
そ
の
後
、
他

の
仕
事
が
次
々
追

加
さ
れ
、
会
員
の

負
担
が
増
し
て
い

る
等
の
相
談
や
、

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
及
び

　巡
回
指
導
に
つ
い
て

令
和
４
年
７
月
14
日（
木
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
第
１
回

事
務
所
安
全
・
適
正
対
策
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
最
初

に
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
委
員
及
び
対
策
員
の
自
己
紹

介
、
次
に
令
和
４
年
度
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

の
報
告
、そ
の
後
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
会
議
後
、
委
員
及
び
対
策
員
と
事
務
局
職
員
で
、
今
年

度
２
回
目
の
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し

た
。
巡
回
指
導
の
場
所
は
、
小
田
急
線
向
ヶ
丘
遊
園
駅
周

辺
で
す
。
就
業
会
員
は
放
置
自
転
車
等
啓
発
業
務
に
従

事
し
て
お
り
、
当
日
は
２
名
の
会
員
が
就
業
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
に
委
員
及
び
対
策
員
が
就
業
内
容
を
確
認
し
、

作
業
内
容
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
巡
回

し
た
委
員
の
報
告
書
に
は
「
就
業
中
は
通
行
車
両
や
歩
行

者
に
も
気
を
配
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
日
頃
の

体
調
管
理
や
熱
中
症
対
策
も
含
め
引
き
続
き
安
全
就
業

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
片
付
け
が
で
き
な
い
発
注
者
も
い
る
た
め
、
発

注
者
に
具
体
的
な
片
付
け
方
を
見
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
、
作
業
を
進
め
る
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

育
児
支
援
で
は
、
面
談
時
に
お
子
さ
ん
の
状
況
が
わ
か

る
の
で
、
安
全
が
確
保
で
き
な
い
場
合
に
は
不
成
立
の

場
合
も
あ
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
人
生
経
験
豊
富
な
会
員
の
就
業
を
通
じ
て
地

域
貢
献
で
き
る
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
性
が
増
々
高
ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
力
を
し
な
が
ら
、
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
植
木
・
除
草
・
大
工
作
業
説
明
会

令
和
４
年
８
月
19
日（
金
） ・ 

29
日（
月
） ・ 

30
日（
火
）

　
中
部
事
務
所
の
会
議
室
に
お
い
て
、
植
木
・
除
草
・

大
工
作
業
を
希
望
す
る
会
員
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
業

説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
座
学
形
式
で
行
い
、
中
部
事
務
所
の
現
状

を
説
明
し
、
そ
の
後
、
受
注
か
ら
作
業
完
了
ま
で
の
流

れ
、
作
業
単
価
、
見
積
、
就
業
報
告
書
の
提
出
方
法
等

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
今
回
の
希

望
者
全
員
が
実
際
に
作
業
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。



市
内
統
一
美
化
活
動
に

　
　
　参
加
し
ま
し
た
。

市
内
統
一
美
化
活
動
に

　
　
　参
加
し
ま
し
た
。

（５）

★
南
部
事
務
所　　

　
　
　
令
和
４
年
９
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
　
10
名

　
前
日
ま
で
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
台
風
も
す
っ
か

り
遠
ざ
か
り
、
快
晴
の
中
、
川
崎
駅
前
大
通
り
商
店
街

に
沿
っ
て
小
土
呂
橋
ま
で
の
両
側
の
歩
道
を
歩
き
な
が

ら
清
掃
し
ま
し
た
。
商
店
街
な
の
で
、
歩
道
や
植
え
込

み
の
中
に
、
ビ
ン
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
弁
当
空
箱
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
他
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
折
れ
た

ビ
ニ
ー
ル
傘
な
ど
、
予
想
外
に
多
く
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

多
少
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
た
と
思
え
る
半
日
で
し
た
。

◆
北
部
事
務
所

令
和
４
年
９
月
30
日（
金
）

参
加
者
　
７
名

　
当
日
は
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
企
業
な
ど
約
20
団
体

が
参
加
し
、
団
体
ご
と
に
予
め
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
で

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
地
域
班
班
長
と
職

員
の
7
名
が
駅
の
北
口
周
辺
で
セ
ン
タ
ー
の
水
色
の
ベ

ス
ト
を
着
用
し
て
活
動
し
、
道
端
に
落
ち
て
い
る
空
き

缶
、
煙
草
の
吸
い
殻
、
紙
ゴ
ミ
な
ど
を
拾
い
雑
草
を
除

去
す
る
な
ど
駅
周
辺
の
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

◎
中
部
事
務
所

　
　
　
　
　
　     

令
和
４
年
９
月
25
日（
日
）

　             

　
　
　
　
　
　
参
加
者
　
11
名

　
美
化
活
動
の
場
所
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
北
口

の
「
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
」
周
辺
は
、
落
ち
て
い

る
ご
み
が
少
な
く
見
え
ま
し
た
が
、
路
上
や
植
え
込
み

の
中
に
は
煙
草
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶
等
が
捨
て

ら
れ
て
お
り
、
美
化
活
動
に
参
加
さ
れ
た
方
々
が
そ
れ

ら
を
丁
寧
に
拾
い
集
め
た
こ
と
で
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
用
意
し
た
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
活
動
し
た

こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
認
知
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
環
境
美
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
９
月
に
実
施
さ
れ
た
、
川
崎
市
内
統
一
美
化
活
動
（
北
部
事
務
所
は
麻
生
区
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
）
に
各
事
務
所
か
ら
、
会
員
及
び
事
務
所
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。



川
崎
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
㈱
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
会
員
さ
ん
の
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
川
崎
市
営
バ
ス
「
扇
町
停
留
所
」
か
ら
徒
歩
３
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
「
川
崎
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」
か
ら
依
頼
を

受
け
て
、
屋
内
外
の
清
掃
、
植
木
の
水
や
り
等
の
作
業
を

さ
れ
て
い
る
会
員
さ
ん
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
就
業
先
の
川
崎
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
石
油
・
石
炭

等
の
化
石
燃
料
を
使
用
せ
ず
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料（
周

辺
地
域
で
発
生
す
る
建
設
廃
材
か
ら
作
ら
れ
た
木
質
チ
ッ

プ
、
剪
定
枝
等
）

を
利
用
す
る
バ
イ

オ
マ
ス
専
焼
発
電

設
備
で
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
よ
る
「
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
電
気
」 

（
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出

せ
ず
に
発
電
さ
れ

た
電
気
の
こ
と
）

を
供
給
す
る
こ
と

で
年
間
12
万
ｔ
の

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

【
早
田
会
員
の
話
】

　
就
業
内
容
は
道
路
を
含
む
構
内
の
清
掃
・
除
草
、
緑
地

の
水
や
り
、
発
電
所
職
員
の
作
業
着
洗
濯
等
が
あ
り
、
作

業
記
録
表
に
基
づ
い
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
施
設
の
見
学

者
が
多
い
の
で
、

見
学
場
所
も
丁
寧

な
掃
除
を
心
掛
け

て
お
り
ま
す
。
　

　
８
年
ほ
ど
前
よ

り
就
業
し
て
お
り
、

職
員
様
を
含
め
て

最
古
参
に
な
り
ま

し
た
。
長
く
続
け

ら
れ
た
理
由
と
し

て
は
、現
場
の
方
々

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
す
る
な
ど
積
極
的
に

話
し
か
け
る
こ
と
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

【
川
崎
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
（
株
）
髙
橋
様
の
お
話
】

　
発
電
所
職
員
は

３
年
程
度
の
周
期

で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
し
て
お
り
ま
す

が
、
長
年
就
業
し

て
い
た
だ
い
て
い

る
早
田
さ
ん
に
は
、

汚
れ
て
い
る
箇
所

の
指
摘
を
い
た
だ

く
ほ
ど
で
業
務
的

な
不
満
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
特
に
注
意
事
項

と
し
ま
し
て
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
構
内
は
、
燃

料
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
１
日
に
百
台
ほ
ど
通
行
す
る
た

め
、
木
屑
が
こ
ぼ
れ
落
ち
た
り
、
粉
砕
し
た
細
か
い
微
粉

が
構
内
に
堆
積
す
る
と
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
し
、

ま
た
本
発
電
所
は
見
学
者
が
多
い
た
め
、
外
観
上
の
点
か

ら
も
清
掃
に
つ
い
て
は
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
屋
外
で
の
作
業
が
多
い
た
め
、
特
に
夏
場
の
熱
中
症
対

応
に
は
気
を
付
け
て
お
り
、
早
田
さ
ん
は
一
人
作
業
と
な

り
ま
す
の
で
、
他
の
業
務
作
業
者
と
相
互
に
確
認
が
取
れ

る
よ
う
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

【
取
材
を
終
え
て
】

　「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」や「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」等
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
関

す
る
こ
と
が
最
近
身
近
な
話
題
と
な
っ
て
お
り
私
も
今
回

の
記
事
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
色
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
社
会
の
流
れ
に
関
心
を
持
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　取

材
：
会
報
編
集
委
員 

金
子 

一
夫 

【
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
】

　
樹
木
は
、
成
長
の
過
程
に
お
い
て
光
合
成
に
よ
り

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
吸
収
し
て
酸

素
を
生
産
し
な
が
ら
、
炭
素
（
Ｃ
）
を
体
内
に
貯
え
、

幹
、
枝
と
い
っ
た
樹
体
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
が

排
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
Ｃ
Ｏ
２
は
元
々
大
気
中
か

ら
樹
木
が
吸
収
し
て
い
た
炭
素
が
大
気
中
に
戻
る
だ

け
で
す
の
で
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
が
増
加
す
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。


